
10/14(土) 

一般社団法人日本死の臨床研究会北海道支部 事務局 

〒065-0041札幌市東区本町1条1丁目２－１０ 医療法人彰和会 北海道消化器科病院内 
担当：朝田・大澤・辻口／TEL：011-784-1811 
メール：shinorinsho@hgh.or.jp ホームページ https://www.jard-h.info 

◀一般社団法人 
 日本死の臨床 
 研究会 
 北海道支部 
 ホームページ 

お問合せ 

●申込み方法● 
 Peatixをはじめて利用する方はPeatix（ピーティックス）アカウントを作成するか、Twitter/Facebook/Google/Appleアカ
ウントでログインする必要があります。2023年度秋の研究会のイベントページにある「チケットを申し込む」をクリック
し申し込みをします。会場参加の方は「会場参加」をWeb参加の方は「Web参加」を選択してください。 
●支払い方法● 
 お支払いは各種クレジットカード、コンビニ・ ATM (ペイジー)・Paypal がお使いいただけます。キャンセル時の返金対
応は行いませんのでご了承ください。 
●当日の参加方法● 
 お申し込み後、申込み完了のメールがPeatixから届きます。会場参加の方は、当日会場でメール画面をスマートフォン等
（印刷したものでも可）をご提示ください。会場受付は12：30～です。Web参加の方は、メール内の「イベント視聴ペー
ジに移動」をタップしていただくと、「主催者からのお知らせ」が表示されます。そちらに、当日参加していただくzoomの
URLが掲載されますので、そちらのURLをクリックしてご参加ください。ご参加前にzoomのアプリをzoom公式ホームページ
からダウンロードしておくとスムーズです。講演開始15分前からzoomへ入室可能です。 
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医療福祉関係者に限らず、 
死の臨床を一緒に考えてみたい方は 
どなたでも参加歓迎です！ 

「緩和ケアをホスピスから地域へ 
   ～現状確認ツールIMADOKOをもちいて 
               市民とともに考える看取り～」 

演者   大井 裕子 
   （小金井ファミリークリニック在宅診療部 
                         /NPO法人くみサポ代表）  

座長   福徳 雅章（函館おしま病院 名誉院長） 

 
 

  「看取りの文化を地域で育む」 

   演者1 筒井 章順（湯川寺 副住職） 

     「行きつけのお寺」   

   演者2 大島 亜希  
     「ありのままに寄り添う訪問看護師が始めるACP」 

   演者3 高橋 修（函館動画工房 代表） 

     「別れの悲しみを癒すエンディングムービー」 

     座長   川口 篤也（道南勤医協函館稜北病院 副院長） 

 

13：35～ 
 15：05  

15：15～ 
 16：45  

共催：道南在宅ケア研究会/南渡島地域包括緩和ケアネットワーク 後援：函館市医師会  
 

開催日 

参加費1,000円(会員・非会員問わず) 

  ハイブリット開催 

事前予約制 

会場：函館市医師会看護・ 
     リハビリテーション学院 
   (五稜郭キャンパス)2階講堂 
Web：zoom 

申込：peatix 
(9/14開始～10/14締切)  

13:30～16:50 
(会場受付12:30～) 

（訪問看護ステーション西堀 所長） 

 


